
達布山からの眺望

北海道三笠市

ゼロカーボンシティへの挑戦
（ブルー水素製造・CO₂地下貯留/利活用の取り組み）



１．三笠市について 2

三笠市について

人口7,465人(R6.1.1現在)
→全国の市で下から３番目

面積302㎢（86％が森林）
札幌、新千歳空港から車で約60分
かつて炭鉱で栄え、鉄道や産業遺構が残る
基幹産業は農業（ワイン、メロン、水稲等）
日本一のアンモナイト博物館がある
平成25年に日本ジオパークに認定される

三笠市立博物館

観光施設

三笠鉄道村

特
産
品

イ
ベ
ン
ト

三笠メロン ワイン お米

北海盆踊り（北海盆唄発祥の地）

三笠高校生レストラン 桂沢湖（わかさぎ釣り）

国設桂沢スキー場

宿泊施設（太古の湯ほか）



２．三笠市のあゆみと人口推移 3
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昭和３５年

人口のピーク（63,360人）

昭和３２年

市制施行・幾春別炭鉱閉山

昭和４６年

奔別炭鉱閉山

平成元年

幌内炭鉱閉山【坑内掘最後】

明治元年

石炭発見

明治１９年

幾春別炭鉱開坑

明治３３年

奔別炭鉱開坑

人口推計では
2050年に2,689人
まで減少

明治１５年

幌内鉄道開通（北海道初の鉄道）

昭和６２年

幌内鉄道廃線

平成２４年

市立三笠高校開校

明治１２年

幌内炭鉱開坑（北海道初の近代炭鉱）

平成２５年

日本ジオパーク認定

開拓使官吏榎本武揚

三笠の石炭は開拓使
に届けられる

昭和４９年

砂子炭鉱【露天鉱】開坑

人口（人）

300万ｔ
出炭量

200万ｔ

100万ｔ

昭和４４年

出炭量のピーク（2,814,000ｔ）

折れ線グラフ
石炭出炭量

棒グラフ
人口推移

今なお７億トン以上石炭が眠る



３．三笠市H-UCG事業の概要 4

生産ガス

木質チップ

石炭

水素ステーション運搬

地下で石炭層を燃焼

地表で石炭・木質
バイオマスを燃焼

回収したCO₂は
農業などの産業利用

かつての石炭採掘跡に貯留

生産ガスから
水素を精製

水素はＦＣＶ・燃料電池・
ボイラー・調理器等で活用

石炭地下ガス化
〇メリット
・経済性に優れる。
・環境負担が少ない。
〇課題
・温室効果ガスが発
生する。

・地球温暖化が深刻化
・２０２０年カーボンニュートラル宣言
・２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す

社会課題

・クリーン水素を製造
・温室効果ガスの回収・貯留

社会課題への対応



４．三笠市H-UCG事業のあゆみ 5

三笠市

取組開始！

幾春別に研究施設を開設
石炭資源活用研究会を設立
室蘭工業大学と
包括連携協定

石炭層によるUCGから
の水素製造実証試験

NEDOへ水素製造・利活
用の実証事業を申請

地下400ｍによるＣＯ₂固定化実験

NEDO受託調査により水素製造・
利活用によるポテンシャルを確認

２００８

２０１１

２０１２

２０１３

Next Stage

２０２２

２０２３

2011年以降

実験は毎年継続
石炭小ブロック実験

人工炭層実験

ブロック炭実験

UCG 実験 2023.11月NEDO
実証事業採択

実験開始

人工炭層における
ガス化実験開始

砂子炭鉱UCG 実験

地下400ｍ
CO₂固定実験

左から空閑学長、西城市長、
板倉教授



５．企業版ふるさと納税寄附の充当先事業 6

皆様からのご寄附は以下の事業に充当させて頂きます。
※いずれか１事業のみの寄附も可能

１.H-UCG（ハイブリッド石炭地下ガス化）
 によるブルー水素製造

２.CO₂の回収貯留及び利活用（CCS・CCUS）

３.木質/草本系バイオマスの有効利用

生産ガス

地表で石炭・木質
バイオマスを燃焼

地下で石炭層を燃焼

石炭

木質チップ

生産ガスから
水素を精製

回収したCO₂は
農業などの産業利用

かつての石炭採掘跡に貯留

・豊富なバイオマス資源の有効利用
・未利用地の有効活用、保全
・資源循環、促進、高い持続可能性
・エネルギー産業（雇用）の創出



６．三笠市H-UCG 【ブルー水素製造事業】 NEDO採択事業（寄附メニュー１） 7

〇事業期間

２０２３年～２０２５年

〇研究目標

 ❶UCGによるガス化、石炭

と木質バイオマスチップの混

合によるガス化

 ❷生産ガスからの水素分

離・CO2分離回収によるブ

ルー水素製造技術の確立

 ❸三笠市内での最適な水素

サプライチェーンの構築

〇NEDO採択理由

国産石炭や木質バイオマス

によるブルー水素製造は、エ

ネルギー安全保障への貢献と

いう点で評価でき、石炭需要

の大幅な減少という地域特有

の課題に対する地域経済維持

の観点からも意義のある実証

である。



資源を無駄にせず、更なる産業を生み出す

CO2

木質/草本系バイオマスの有効利用CO₂の回収貯留及び利活用（CCS・CCUS）

カーボン
クレジット

※ 収益増によって
 水素単価抑制

燃焼灰の資源利用
※ 木質バイオマスボイラーの

 導入増に伴い、燃焼灰の処
 理が課題になる？

景観整備

※ 路肩の草木の
資源利用を検討

地域資源の有効活用・資源創出水素の製造過程で
発生するCO2

新たな資源として

実験準備（掘削）

地下坑道図

CO2地下固定化
概念図

産炭地の特性を生かして、
地下の石炭採掘跡にCO2を固定する。

1.7億トン以上のCO2が地下に固定可能！？

過去に採掘された石炭量：約1億トン（100年以上採掘）

７．CO₂・木質バイオマスの有効利用（寄附メニュー２・３） 8

寄附メニュー２ 寄附メニュー３



ゼロカーボンシティ
の実現に向けて、
再エネ電気・熱導入
や水素利活用などを
展開する。

H-UCGを通じて、
 新産業と雇用の
 創出を図る。

８．目指す将来像 9

ゼロカーボンシティ宣言を行い、2050 年までにCO₂排出量実質ゼロを目指す



９．三笠市を応援してください！ 10

三笠市の挑戦を応援してください！
～企業版ふるさと納税～

皆様からのご寄附は以下の事業に充当させて頂きます。

１.H-UCG（ハイブリッド石炭地下ガス化）によるブルー水素製造

２.CO₂の回収貯留及び利活用（CCS・CCUS）

３.木質/草本系バイオマスの有効利用

 今後もゼロカーボンシティの実現に向け事業を推進してまいります

 のでご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

問合先：068-2192北海道三笠市幸町２番地
三笠市産業政策推進部産業開発課

Mail：sangyok@city.mikasa.hokkaido.jp 露頭炭層UCG実験動画
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